
 

雅
楽
部
が

雅
楽
部
が
二
年
二
年
ぶ
り
の
ぶ
り
の
奉
納
演
奏

奉
納
演
奏

　

前
号
に
特
集
さ
れ
て
い
た

よ
う
に
、
四
月
二
十
九
日
か

ら
三
十
日
に
か
け
て
本
学
創

立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十

周
年
記
念
行
事
が
挙
行
さ
れ

た
。
三
十
日
の
記
念
式
典
で

は
彬
子
女
王
殿
下
の
御
台
臨

を
仰
ぎ
お
言
葉
を
賜
っ
た
▼

女
王
殿
下
は
お
言
葉
の
中

で
、
父
君
の
寛
仁
親
王
殿
下

が
皇
學
館
・
國
學
院
・
学
習

院
は
貴
重
な
校
風
を
持
つ
言

わ
ば
「
姉
妹
校
」
で
あ
る
と

常
日
頃
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

本
学
関
係
者
は
も
と
よ
り
、

伝
統
あ
る
三
校
が
手
を
携

え
、
今
何
を
為
す
べ
き
か
を

熟
考
し
、
我
が
国
の
真
の
発

展
に
努
力
を
す
る
こ
と
に
期

待
を
寄
せ
ら
れ
た
▼
今
年

は
、
古
事
記
撰
上
千
三
百
年

の
記
念
の
年
で
も
あ
る
。
古

事
記
に
よ
っ
て
、
我
々
は
日

本
の
神
話
・
歴
史
・
文
学
・

文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
本
学
で
も

古
事
記
撰
上
千
三
百
年
記
念

行
事
が
九
月
二
十
一
日
に
挙

行
さ
れ
る
。
こ
れ
を
機
に
一

人
で
も
多
く
の
人
々
に
古
事

記
の
豊
か
な
世
界
に
触
れ
て

も
ら
い
た
い
▼「
稽
古
照
今
」

（
古

い
に
し
えを
稽か

ん
が

え
今
を
照
ら
す
）と

い
う
言
葉
は
古
事
記
序
文
に

由
来
す
る
。
本
学
節
目
の
年

に
、
本
学
の
歴
史
に
思
い
を

馳
せ
、
女
王
殿
下
の
お
言
葉

の
重
み
を
嚙
み
し
め
た
い
▼

寛
仁
親
王
殿
下
は
六
月
六
日

に
薨
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

倉
田
山

雅
楽
部
が
二
年
ぶ
り
の
奉
納
演
奏

神
宮
・
参
集
殿

　

西
日
本
各
地
で
厳
し
い
暑
さ
と
な
っ
た
七
月
十
五
日
、
本
学
雅
楽
部
が
神
宮
・
内
宮

の
参
集
殿
能
舞
台
に
お
い
て
奉
納
演
奏
を
行
っ
た
。
こ
の
演
奏
会
は
毎
年
の
恒
例
行
事

と
し
て
開
か
れ
て
い
る
が
、
昨
年
は
参
集
殿
の
改
修
工
事
に
伴
い
中
止
。
そ
の
た
め
、

今
年
は
二
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

雅
楽
部
で
は
神
宮
の
楽
師

か
ら
指
導
を
受
け
、
各
楽
器

の
演
奏
を
は
じ
め
合
奏
、
舞

楽
・
祭
祀
舞
な
ど
の
稽
古
に

浦う
ら

安や
す

の
舞ま

い

、
蘭ら

ん

陵り
ょ
う

王お
う

、
長ち

ょ
う

慶げ
い

子し

の
五
曲
で
、
一
年
生
十
三

人
、
二
年
生
九
人
、
三
年
生

四
人
の
計
二
十
六
名
が
舞
台

に
立
っ
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
内
宮
・
参

集
殿
に
は
七
月
十
五
日
が
三

連
休
の
中
日
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
多
く
の
参
拝
客
が
詰

め
か
け
た
。
奉
納
演
奏
会
は

午
後
一
時
半
か
ら
開
演
。
屋

内
の
み
な
ら
ず
、
建
物
周
辺

で
も
偶
然
居
合
わ
せ
た
観
光

客
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
足

を
止
め
、
舞
台
か
ら
流
れ
て

く
る
雅
な
調
べ
に
聴
き
入
っ

て
い
た
。

　

大
阪
府
か
ら
訪
れ
た
と
い

う
二
十
歳
代
の
カ
ッ
プ
ル

は
、「
同
年
代
の
人
が
こ
う
し

た
舞
台
で
立
派
な
演
奏
を
し

て
い
る
こ
と
に
感
動
し
た
。

普
段
、
雅
楽
を
聴
く
こ
と
は

な
く
、
伊
勢
神
宮
で
聴
け
た

こ
と
も
い
い
思
い
出
に
な
っ

た
」
と
話
し
た
。
三
重
県
内

か
ら
や
っ
て
来
た
と
い
う
五

十
歳
代
の
女
性
は
「
四
人
が

揃
っ
て
同
じ
動
き
を
す
る
浦

安
の
舞
は
姿
勢
が
綺
麗
で
、

見
て
い
る
こ
ち
ら
も
気
持
ち

が
引
き
締
ま
っ
た
」
と
感
想

を
語
っ
た
。

　
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参

詣
道
」
が
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
の
を
機
に
平
成
十
七

年
に
発
足
し
た
国
際
熊
野
学

会
は
、
熊
野
の
魅
力
を
世
界

に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
全
国
各
地
に
点
在
す
る

熊
野
に
関
わ
る
土
地
の
研
究

や
環
境
保
全
に
尽
力
し
て
い

る
。
今
年
度
の
総
合
テ
ー
マ

は「
神
と
仏
の
世
界
」。
本
大

会
で
は
と
く
に〈
神
仏
習
合
〉

に
つ
い
て
伊
勢
の
方
か
ら
光

　

五
月
二
十
七
日
、
午
前
十
時
か
ら
午
後

四
時
の
間
、
内
宮
前
お
か
げ
横
丁
に
お
い

て
、
文
学
部
神
道
学
科
本
澤
雅
史
教
授
を

塾
長
と
し
て
、
祭
式
研
究
部
・
雅
楽
部
の

学
生
に
よ
る
第
九
回
「
平
安
朝
装
束
体
験

＋
雅
楽
ミ
ニ
演
奏
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
二
年
三
月
に
始
ま
っ
た
「
横

丁
塾
」
は
株
式
会
社
伊
勢
福
の
協
力
を
得

て
、
お
か
げ
横
丁
の
一
角
「
大
黒
ホ
ー
ル
」

を
会
場
に
開
催
し
て
い
る
。
神
道
の
祭
り

に
お
い
て
着
用
さ
れ
る
「
衣い

冠か
ん

」
や
「
狩か

り

衣ぎ
ぬ

」、
ま
た
「
浦う

ら

安や
す

の
舞ま

い

装
束
」
や
「
女
子

神
職
の
装
束
」の
着
付
け
体
験
を
通
し
て
、

神
道
の
伝
統
文
化
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と

い
う
の
が
狙
い
だ
。こ
の
催
し
に
は
毎
回
、

三
十
名
ほ
ど
の
老
若
男
女
が
参
加
し
、
好

み
の
装
束
を
身
に
ま
と
う
。
家
族
全
員
、

装
束
姿
で
記
念
撮
影
を
さ
れ
る
方
、
平
安

朝
の
新
郎
新
婦
さ
な
が
ら
の
男
女
の
ペ

ア
、
装
束
を
着
け
る
お
子
さ
ん
を
撮
影
し

な
が
ら
見
守
る
両
親
…
…
体
験
者
は
み
な

一
様
に
貴
重
な
参
宮
記
念
と
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
ま
た
、
装
束
の
着
付
け
を
通
し

て
学
生
た
ち
と
の
触
れ
合
い
の
場
に
も
な

っ
て
い
る
。

　

雅
楽
ミ
ニ
演
奏
会
で
は
、
大
勢
の
旅
行

者
で
賑
わ
う
太
鼓
櫓
に
お
い
て「
越え

天て
ん

楽ら
く

」

な
ど
を
演
奏
し
、
会
場
は
優
雅
な
雰
囲
気

に
満
ち
溢
れ
た
。

励
ん
で
い
る
。
今
回
の
演
奏

会
に
向
け
て
は
三
週
間
前
か

ら
合
奏
を
中
心
に
調
整
。
曲

目
は
越え

天て
ん

楽ら
く

、
五ご

常じ
ょ
う

楽ら
く
の

急き
ゅ
う

、

仲
間
を
信
じ
、音
を
一つ
に

仲
間
を
信
じ
、音
を
一つ
に

　

毎
日
午
後
四
時
半
か
ら
八

時
ま
で
と
、
い
つ
も
よ
り
一

時
間
半
延
長
し
て
こ
の
日
に

備
え
て
き
た
雅
楽
部
。
部
長

で
神
道
学
科
三
年
の
一
原
昴

貴
君
は
「
普
段
は
個
別
で
練

習
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

当
初
は
音
が
ま
と
ま
ら
ず
バ

ラ
バ
ラ
で
心
配
し
た
」
と
舞

台
裏
を
明
か
す
。「
で
も
、練

習
を
重
ね
る
う
ち
日
増
し
に

揃
う
よ
う
に
な
っ
た
。
指
揮

者
が
い
な
い
雅
楽
は
仲
間
を

信
じ
て
一
つ
の
音
を
奏
で
る

も
の
。
本
番
は
み
ん
な
が
よ

く
や
っ
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
練
習
以
上
の
力
が
出
せ

た
」と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

続
け
て
、「
自
分
自
身
の
反
省

点
と
し
て
は
、
蘭
陵
王
で
動

き
に
凡
ミ
ス
が
出
て
し
ま
っ

た
」
と
も
。
十
一
月
に
開
か

れ
る
定
期
演
奏
会
に
向
け
て

さ
ら
に
練
習
を
積
ん
で
、
観

客
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
演
奏
を
し
た

い
、
と
意
気
込
む
。

学
生
が
文
化
発
信
の
担
い
手
に

「
横
丁
塾
」で
平
安
朝
装
束
体
験
＋
雅
楽
ミ
ニ
演
奏
会

伊
勢
伊
勢
か
ら
か
ら「
熊
野
」

「
熊
野
」をを
考考
え
る
え
る

国
際
熊
野
学
会
大
会
を
開
催

を
当
て
、
熊
野
の
謎
に
迫
ろ

う
と
い
う
も
の
だ
。
神
宮
の

お
膝
元
に
あ
る
本
学
文
学
部

は
、
平
成
二
十
年
に
「
み
え

熊
野
学
研
究
会
」
と
学
術
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。
今
回

の
本
学
で
の
開
催
は
、聖
地
・

熊
野
と
伊
勢
を
結
び
つ
け

る
、
非
常
に
意
義
深
い
大
会

と
い
え
よ
う
。

　
「
山
岳
修
験
の
教
化
と
参

詣
」
と
題
し
基
調
講
演
を
行

っ
た
林
雅
彦
明
治
大
学
教
授

は
、
熊
野
や
戸
隠
な
ど
古
来

の
山
岳
修
験
の
実
例
を
示
し

な
が
ら
、〈
絵
解
き
〉
の
意
義

と
意
味
に
つ
い
て
説
明
。
本

学
半
田
美
永
文
学
部
教
授
は

「
伊
勢
か
ら
熊
野
へ　

折
口

信
夫
の
足
跡
と
神
道
観　

」

と
題
し
て
特
別
講
演
。
こ
の

ほ
か
、
新
宮
市
立
図
書
館
山

崎
泰
氏
「
明
治
維
新
期
の
熊

野　

文
学
資
料
な
ど
か
ら
み

た
神
仏
分
離
」、長
野
市
郷
土

史
研
究
会
会
長
小
林
一
郎
氏

「
信
州
善
光
寺
と
熊
野
信
仰
」

の
研
究
発
表
が
あ
り
、
予
定

の
四
時
間
が
瞬
く
間
に
過

ぎ
、盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

翌
三
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
で
は
、
本
学
大
島
信
生

教
授
、
斎
藤
平
准
教
授
が
引

率
。
外
宮
、
内
宮
の
ほ
か
別

宮
へ
も
参
拝
。
参
加
者
は
来

年
に
迫
る
式
年
遷
宮
の
意
義

を
実
感
。
熊
野
と
伊
勢
の
関

わ
り
を
体
感
し
た
。
新
宮
か

ら
参
加
し
た
女
性
は
「
い
ろ

ん
な
視
点
か
ら
熊
野
を
見
つ

め
直
す
こ
と
が
で
き
た
」
と

語
り
、
全
国
か
ら
の
参
加
者

も
、
強
い
刺
激
と
満
足
感
が

得
ら
れ
た
様
子
だ
っ
た
。

雅
な
音
色
に
心
癒
す

雅
な
音
色
に
心
癒
す

　

六
月
二
日
、
本
学
に
お
い
て
平
成
二
十
四
年
度
国
際

熊
野
学
会
大
会（
林
雅
彦
代
表
）が
開
催
さ
れ
た
。
会
場

に
は
学
会
関
係
者
や
熊
野
学
に
関
心
を
持
つ
一
般
市
民

な
ど
お
よ
そ
二
百
名
が
集
い
、
熱
心
に
聴
講
し
た
。

●今号の注目記事
1 面

雅楽部が二年ぶりの奉納演奏
2 面
自己分析講座で〝自分軸〞を発見
3 面
学生が地域活性化にチャレンジ
4・5 面
輝け! 皇學館の星
活躍する生徒・学生を紹介

6 面 高校・中学

保護者会総会開催
歌舞伎鑑賞会感想 ほか

7 面
平成24年度
萼の会総会及び役員会報告
8 面
南開大学と協定締結

●連載
2 面
皇學館人物列伝⑰ 野間光辰
7 面
先輩、お元気ですか
山﨑奈穂氏
（文学部教育学科第46期・平成23年卒）

大　学
大学院・専攻科・文学部・教育学部・
現代日本社会学部・社会福祉学部

高等学校・中学校
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西
鶴
研
究
の
泰
斗〝
鬼
の
野
間
〞

野
間
光
辰　

の
ま
こ
う
し
ん

原
西
鶴
研
究
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
構
築
し
、

さ
ら
に
は
現
在
の
近
世
文
学
研
究
の
方
法

も
、
野
間
の
そ
れ
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
か
り
そ
め
に
も
近
世
文
学
の
研

究
者
た
る
者
、
一
人
と
し
て
彼
の
『
西
鶴

年
譜
考
証
』
を
知
ら
ず
と
は
い
う
ま
い
。

　

明
治
四
十
二
年（
一
九
〇
九
）神
戸
に
生

ま
れ
、
大
阪
で
育
つ
。
父
は
堂
島
米
穀
取

引
所
の
立
場
、
生
野
中
学
の
入
学
式
に
制

服
を
準
備
す
る
経
済
的
余
裕
さ
え
な
か
っ

た
と
い
う
。
後
年
野
間
は
、
そ
ん
な
「
少

年
時
代
の
自
分
に
、
勇
気
と
自
信
を
与
え

て
く
れ
た
の
が
、
同
中
学
校
の
国
語
科
教

師
、
久
保
田
早
苗
・
田
中
東
三
郎
・
谷
忠

政
の
三
先
生
だ
っ
た
」
と
回
顧
す
る
。
三

氏
共
に
神
宮
皇
學
館
本
科
の
出
身
者
で
あ

る
。
昭
和
八
年（
一
九
三
三
）京
都
帝
国
大

学
卒
業
、
そ
の
後
京
都
大
学
文
学
部
教
授

を
経
て
、
昭
和
四
十
八
年
本
学
文
学
部
教

授
と
し
て
着
任
。

　

戦
前
は
、
聴
講
者
に
官
憲
の
交
じ
る
会

場
で
も
、
平
然
と
浮
世
草
子
の
好
色
物
を

語
り
、
戦
後
は
学
生
運
動
に
よ
る
大
学
の

荒
廃
を
大
い
に
嘆
い
た
。
面
白
い
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
あ
る
。
昭
和
四
十
年
代
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
占
拠
す

る
学
生
の
向
こ
う
を
張
っ
て
、
野
間
は
羽

織
袴
に
陣
笠
を
か
ぶ
っ
て
登
校
す
る
こ
と

が
あ
っ
た
と
か
。話
の
真
偽
は
と
も
あ
れ
、

本
学
に
お
い
て
も
羽
織
袴
を
常
と
す
る
そ

の
姿
に
、
一
種
文
人
の
風
格
と
、
カ
リ
ス

マ
性
が
漂
っ
た
。

　

学
会
の
権
威
で
あ
り
な
が
ら
も
、
反
骨

の
人
で
あ
り
、「
米
屋
の
弟
子
」「
乞
食
坊
主

と
の
一
期
一
会
」
を
大
切
に
す
る
人
で
も

あ
っ
た
。
昭
和
三
十
年
代
の
こ
と
か
、
京

都
四
条
大
橋
で
道
行
く
人
に
寄
謝
を
乞
う

僧
と
出
会
う
。
そ
の
後
十
有
余
年
、
約
し

て
毎
年
秋
に
こ
の
「
乞
食
坊
主
」
と
落
ち

合
い
、
瓢
正
な
る
行
き
つ
け
の
料
理
屋
で

酒
を
酌
み
交
わ
し
た
と
い
う
。最
後
の
時
、

僧
は
野
間
に
象
牙
の
絡ら

く

子す

環か
ん

を
渡
し
、
野

間
ま
た
僧
に
常
に
携
帯
す
る
斑
竹
の
矢
立

を
与
え
た
。
絡
子
環
は
、曹
洞
・
臨
済
の
禅

僧
が
小
さ
な
袈
裟（
絡
子
）に
つ
け
る
環
。

か
く
し
て
、
こ
の
面
妖
な
環
に
は
紐
が
つ

け
ら
れ
、
終
生
に
わ
た
っ
て
野
間
の
首
か

ら
胸
に
垂
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

昭
和
五
十
七
年
、
定
年
に
よ
り
本
学
を

辞
す
。
そ
の
際
、
次
の
言
葉
が
学
生
に
贈

ら
れ
た
。「
汝
倉
陵
に
学
び
し
こ
と
を

誇
り
と
せ
よ
」「
我
倉
陵
に
教
へ
し
こ
と

を
誇
り
と
せ
む
」。厳
し
さ
の
中
に
も
、常

に
学
生
と
、
大
学
へ
の
温
か
い
眼
差
し
が

あ
っ
た
。 

国
文
学
科
教
授　

髙
倉
一
紀

　

学
究
と
し
て
の
そ
の
真
摯
で
、
峻
厳
な

姿
を
人
は
〝
鬼
〞
と
呼
ん
だ
。
戦
後
の
井

自
己
分
析
講
座

自
己
分
析
講
座
でで〝〝
自
分
軸

自
分
軸
〞〞をを
発
見
発
見

入
学
時
か
ら
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援

　

教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は

一
年
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

一
環
と
し
て
、
五
月
か
ら
六

月
に
か
け
て
、
外
部
講
師
に

よ
る
「
自
己
分
析
・
自
己
理

解
講
座
」
を
実
施
し
た
。

　

本
学
で
は
今
年
度
か
ら
全

学
的
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
学
年
に

よ
っ
て
内
容
は
異
な
る
。
一

年
生
に
つ
い
て
は
全
員
が
自

ら
の
生
涯
に
わ
た
る
キ
ャ
リ

ア
を
見
据
え
な
が
ら
、
ま
ず

〝
大
学
四
年
間
で
何
を
ど
の

よ
う
に
学
ぶ
か
〞
を
考
え
て

も
ら
う
授
業
を
設
定
し
た
。

こ
の
授
業
に
は
学
内
の
教
員

全
員
が
携
わ
り
、
文
学
部
・

教
育
学
部
で
は
入
学
当
初
の

「
初
学
び
」
で
、現
代
日
本
社

会
学
部
に
お
い
て
は
「
キ
ャ

ン
パ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
の
中
で

き
め
細
か
い
指
導
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　

今
回
の
「
自
己
分
析
・
自

己
理
解
講
座
」
は
こ
の
授
業

に
付
加
す
る
形
で
実
施
さ
れ

た
も
の
で
、
各
学
科
・
ク
ラ

ス
単
位
で
行
わ
れ
た
。「
自
己

分
析
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

し
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
具

体
的
な
や
り
方
を
知
っ
て
い

る
学
生
は
少
な
い
。
講
座
で

は
主
と
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
展
開
。「
自
分
を
何
か
に

例
え
る
な
ら
」
と
い
っ
た
質

問
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
意

見
を
交
換
す
る
形
式
が
と
ら

れ
た
。
学
生
は
当
初
と
ま
ど

っ
て
い
る
様
子
も
あ
っ
た

が
、
講
師
の
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
や
促
し
に
よ
っ
て
途
中

か
ら
流
れ
を
つ
か
み
、
終
盤

に
は
白
熱
し
た
議
論
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

講
座
修
了
後
は
、
こ
れ
も

今
年
度
か
ら
設
置
し
た
ｅ
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
「m

anaba

」

に
受
講
を
振
り
返
っ
て
の
感

想
を
書
き
込
ん
で
も
ら
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
多

く
の
学
生
が
「
自
ら
が
ど
の

よ
う
な
存
在
で
あ
る
か
を
深

く
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
」

「
他
者
か
ら
見
た
自
分
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
と

語
り
、
自
分
軸
を
発
見
、
再

確
認
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
よ
う
だ
。

　

今
後
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
り
、
学
生

の
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

　

五
月
十
二
日
の
土
曜
日
、

午
後
二
時
か
ら
四
号
館
四
三

一
教
室
で
開
か
れ
た
第
一
回

講
座
は
、「
日
本
人
は
な
ぜ
英

語
が
苦
手
な
の
か
」と
題
し
、

英
語
科
教
育
法
や
時
事
英
語

な
ど
の
科
目
を
担
当
す
る
豊

住
誠
教
授
が
講
演
し
た
。

　

国
際
化
が
進
む
な
か
、
最

近
は
英
語
を
社
内
の
公
用
語

に
す
る
日
本
企
業
も
現
れ
る

な
ど
英
語
力
が
い
っ
そ
う
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
勉
強
し

て
も
な
か
な
か
成
果
に
結
び

つ
か
ず
伸
び
悩
む
人
は
多

い
。
豊
住
教
授
は
そ
の
理
由

を
、「
日
本
語
と
英
語
の
構
造

が
大
き
く
違
う
た
め
」
と
説

明
。
文
法
や
語
彙
、
発
想
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
事

例
を
あ
げ
て
紹
介
し
た
。
例

え
ば
、
英
語
は
物
の
数
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
。「
私
は
猫
が

好
き
」と
言
う
場
合
、い
ろ
ん

な
猫
を
指
し
て
い
る
こ
と
が

明
白
な
た
めʻ̒I like cats.̓ ʼ

と
猫
を
複
数
形
に
し
て
表
現

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日

本
人
が
言
い
が
ち
なʻ̒I like 

cat.̓ ʼ

で
は「
猫
の
肉
か
毛
皮

が
好
き
だ
」
と
受
け
取
ら
れ

て
し
ま
う
と
い
う
。

　

ま
た
、
日
本
の
英
語
教
育

が
か
つ
て
の
文
法
偏
重
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視

に
変
わ
っ
て
き
た
も
の
の
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

会
話
と
同
列
に
捉
え
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
問
題
」
と
豊
住

教
授
。
文
法
や
読
み
は
や
は

り
大
切
で
、
話
す
内
容
の
質

を
高
め
る
た
め
に
教
養
や
日

本
語
の
教
育
も
求
め
ら
れ
る

と
説
い
た
。

　

最
後
に
、
ど
の
よ
う
に
英

語
を
勉
強
し
て
い
け
ば
良
い

の
か
、
社
会
人
の
聴
講
者
に

ア
ド
バ
イ
ス
。
ま
ず
、
英
語

を
読
む
と
き
は
前
か
ら
順
番

に
意
味
の
ま
と
ま
り
毎
に
理

解
し
て
い
く
同
時
通
訳
的
な

読
み
方
を
し
て
い
く
と
効
率

が
良
い
こ
と
。も
う
一
つ
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
身
近

に
あ
る
良
い
教
材
を
利
用
す

る
こ
と
。
例
え
ば
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

海
外
向
け
の
英
語
放
送
は
日

本
に
つ
い
て
の
内
容
な
の
で

大
変
理
解
し
や
す
い
と
い

う
。「
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
少

し
ず
つ
英
語
に
親
し
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
」
と
講
演
を
結

び
、
会
場
か
ら
は
温
か
い
拍

手
が
贈
ら
れ
た
。

　

小
学
校
の
教
師
と
い
う
聴

講
者
は
、「
英
語
教
育
の
変
遷

が
面
白
か
っ
た
で
す
。
小
学

校
で
も〈
英
語
活
動
〉の
授
業

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の

必
要
性
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
」と
感
想
を
語
っ
て
い
た
。

　

今
年
三
月
に
定
年
退
職
さ
れ
た
文

学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
前

教
授
の
増
井
節
郎
氏
に
つ
い
て
、
本

学
に
お
け
る
四
十
三
年
の
長
き
に
わ

た
る
奉
職
、
ま
た
、
柔
道
を
中
心
と

す
る
武
道
教
育
者
と
し
て
の
高
い
貢

献
等
を
鑑
み
、
本
学
名
誉
教
授
の
称

号
が
贈
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

増
井
氏
は
昭
和
二
十
二
年
、
三
重

県
生
ま
れ
。
昭
和
四
十
年
に
第
四
期

生
と
し
て
本
学
文
学
部
に
入
学
し
、

卒
業
と
同
時
に
本
学
副
手
と
し
て
採

用
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
講
師
、
助
教

授
を
経
て
平
成
五
年
に
は
教
授
に
昇

格
。
平
成
二
十
四
年
三
月
末
日
に
定

年
退
職
を
迎
え
る
ま
で
、
四
十
三
年

に
わ
た
り
奉
職
さ
れ
た
。
そ
の
間
、

文
学
部
教
養
科
主
任
や
文
学
部
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
主
任
等
の
役

職
を
歴
任
。
授
業
に
お
い
て
は
主
に

共
通
科
目
の
柔
道
を
担
当
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
ス
ポ

ー
ツ
の
役
割
を
再
評
価
す
る
な
ど
新

た
な
視
点
で
の
講
義
も
行
っ
た
。
ク

ラ
ブ
活
動
で
は
柔
道
部
部
長
と
し
て

学
生
を
指
導
。
近
年
で
は
女
子
団
体

チ
ー
ム
を
全
日
本
大
会
出
場
へ
と
導

く
な
ど
多
く
の
功
績
を
残
し
て
い

る
。

　

自
身
も
柔
道
実
践
家
と
し
て
活
躍

し
、
学
生
時
代
は
国
体
へ
の
四
年
連

続
出
場
、
昭
和
五
十
年
の
三
重
国
体

で
は
教
員
の
部
の
大
将
と
し
て
出
場

し
、
全
国
準
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

柔
道
段
位
は
七
段
（
平
成
五
年
取

得
）。三
重
県
の
柔
道
界
に
お
い
て
も

役
職
を
歴
任
し
、
現
在
は
三
重
県
柔

道
協
会
副
会
長
を
務
め
て
い
る
。

増
井
節
郎
氏
が
本
学
名
誉
教
授
に

本年度は「文化本年度は「文化ととことば」をテーマにことば」をテーマに
年年 77回開催回開催

　

一
般
市
民
を
対
象
に
無
料
の
公
開
講
座
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
た
月
例
文
化
講
座
が
今
年
、
開
講
五
十
周
年
を
迎

え
た
。
同
講
座
で
は
一
年
を
通
じ
て
の
テ
ー
マ
を
各
学
部

学
科
が
持
ち
ま
わ
り
で
設
定
し
て
お
り
、
本
年
度
は
文
学

部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
が
担
当
。
テ
ー
マ
「
文
化

と
こ
と
ば
」
の
も
と
、五
月
か
ら
十
二
月
ま
で（
八
月
を
除

く
）、
月
一
回
の
予
定
で
講
義
を
開
く
。

月例文化講座が開講50周年
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本
学
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
伊
勢
市
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
〝
地
元

愛
〞
を
町
づ
く
り
に
活
か
す
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
伊
勢
市
役
所
の
方
々

に
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
や
伊
勢
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
の
部
署
、
産
業
支
援
課
で
は
、
雇

用
の
創
出
や
地
域
産
業
の
振
興
を
目
的

と
し
て
、「
企
業
力
の
強
化
」、「
起
業
家

の
支
援
」、「
伝
統
工
芸
の
振
興
」
や
「
企

業
誘
致
」
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
起
業
を
希
望
す

る
方
に
、
伊
勢
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
起
業
家
支
援
室
等
の
ス
ペ
ー
ス
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
創

業
支
援
員
が
資
金
の
確
保
や
販
路
開
拓

な
ど
の
経
営
手
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
ま
す
。

　

皇
學
館
大
学
で
は
地
域
の
活
性
化
を

狙
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
在
籍
中
に

移
動
販
売
事
業
を
起
業
し
た
女
子
学
生

が
い
る
な
ど
若
い
元
気
な
力
が
育
っ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
起
業
に
関
心

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
当
セ
ン
タ
ー

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

次
に
伝
統
工
芸
の
振
興
で
す
が
、
当

市
は
神
宮
ご
鎮
座
の
ま
ち
と
し
て
数
多

く
の
伝
統
工
芸
が
あ
り
ま
す
が
、
需
要

の
低
迷
、
後
継
者
不
足
な
ど
様
々
な
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
、

今
年
二
月
に
は
現
代
日
本
社
会
学
部
の

岩
崎
先
生
を
は
じ
め
学
生
の
皆
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
伊

勢
の
伝
統
工
芸
」
を
開
催
し
多
く
の
参

加
者
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
首
都
圏
を
中
心
に
伊
勢
の
良

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
伊
勢
に
合
っ
た
企
業
の
誘

致
や
、
市
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
企
業

の
事
業
拡
大
な
ど
も
応
援
し
、
も
っ
と

元
気
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
の
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
方
、
若
い
世
代
が
「
伊
勢
で

働
き
」、「
伊
勢
で
暮
ら
し
」、「
伊
勢
を
誇

り
に
思
う
」
活
力
あ
る
伊
勢
市
を
目
指

し
私
た
ち
の
部
署
は
日
々
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

若
い
力
で
伊
勢
の
産
業
に
活
力
を
!!

学生学生がが地域活性化地域活性化ににチャレンジチャレンジ
学内プロジェクト公開プレゼン

　

学
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

応
募
要
件
は
二
種
。
一
つ
は

学
校
を
活
気
づ
け
る
〈
学
内

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉、も

う
一
つ
は
地
元
に
貢
献
あ
る

い
は
協
働
で
進
め
て
い
く
こ

と
の
で
き
る
〈
地
域
と
の
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
で
、
ど

ち
ら
か
の
テ
ー
マ
を
満
た
す

必
要
が
あ
る
。
今
回
応
募
の

あ
っ
た
二
件
は
両
方
後
者

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
は

上
限
二
十
万
円
の
予
算
獲
得

を
め
ざ
し
約
十
五
分
間
の
公

開
プ
レ
ゼ
ン
に
臨
ん
だ
。

　

最
初
に
檀
上
に
立
っ
た
の

は
「
宇
治
☆
山
田
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
チ
ー
ム
で
現
代
日
本

社
会
学
科
三
年
の
井
上
綾
佳

さ
ん
と
山
崎
理
沙
さ
ん
だ
。

二
十
名
弱
で
活
動
す
る
こ
の

チ
ー
ム
は
地
域
活
性
に
取
り

組
む
全
国
の
大
学
生
が
集
う

イ
ベ
ン
ト
「
全
国
ま
ち
づ
く

り
カ
レ
ッ
ジ
2
0
1
2
」
の

開
催
校
に
決
ま
っ
た
こ
と
を

受
け
、
立
候
補
し
た
理
由
や

イ
ベ
ン
ト
を
運
営
す
る
過
程

で
学
生
同
士
や
地
域
の
人
々

と
の
交
流
を
深
め
、
学
び
合

う
場
に
し
た
い
と
訴
え
た
。

　

次
に
プ
レ
ゼ
ン
し
た
の
は

「
べ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」チ
ー

ム
だ
。
代
表
で
同
学
科
二
年

の
堤
健
人
君
は
昨
年
に
引
き

続
き
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
に
漁
具
や
支
援
物
資
を
送

る
企
画
を
提
案
。
活
動
の
中

で
岩
手
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
や
近
隣
地
域
と

の
連
携
を
強
め
る
こ
と
が
で

き
、
ひ
い
て
は
地
域
復
興
支

援
の
方
法
等
を
学
べ
る
と
熱

く
語
っ
た
。

　

質
問
タ
イ
ム
で
は
審
査
委

員
の
先
生
か
ら
活
動
の
効
果

や
必
要
性
に
つ
い
て
鋭
い
問

い
が
相
次
ぎ
学
生
が
答
え
に

詰
ま
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、

同
時
に
計
画
を
見
直
す
機
会
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学
生
時
代
、
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ

た
も
の
が
時
代
の
先
端
で
し
た
。
外
国

学
部
英
米
科
に
進
学
し
た
の
も
、
ア
メ

リ
カ
音
楽
の
影
響
な
ど
ア
メ
リ
カ
の
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
へ
の
興
味
が
強
く
、
英

語
運
用
能
力
と
英
語
の
背
景
に
あ
る
ア

メ
リ
カ
そ
の
も
の
を
勉
強
し
た
か
っ
た

か
ら
で
す
。
大
学
は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
、

外
国
人
教
授
の
多
く
は
神
父
様
で
し
た

が
、英
米
の
大
学
を
卒
業
し
て
い
た
り
、

海
外
の
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
日

本
人
の
教
授
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
米
国
政
治
の
教
授
は
コ
ッ

ト
ン
パ
ン
ツ
に
ボ
タ
ン
ダ
ウ
ン
の
シ
ャ

ツ
を
、
英
国
史
の
教
授
は
ハ
ン
チ
ン
グ

に
皮
の
肘
当
て
の
付
い
た
上
着
を
着

て
、国
際
色
豊
か
な
方
ば
か
り
で
し
た
。

今
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は「
近
代
」

の
授
業
で
、
リ
レ
ー
形
式
で
毎
回
違
う

分
野
の
教
授
が
近
代
を
定
義
す
る
も
の

で
し
た
。
半
年
後
、
授
業
の
中
で
そ
の

先
生
方
が
一
堂
に
集
ま
っ
て
近
代
を
テ

ー
マ
に
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ

り
ま
し
た
。
考
え
方
の
違
い
か
ら
意
見

が
対
立
し
白
熱
し
た
討
論
会
と
な
り
、

聴
講
し
て
い
る
私
達
学
生
は
た
だ
唖
然

と
見
守
る
だ
け
で
し
た
が
、そ
の
時「
答

え
が
一
つ
で
な
い
も
の
も
沢
山
あ
る
」

と
気
づ
き
、
勉
強
の
面
白
さ
を
発
見
し

た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
卒
論
は
「
ア

メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
し
た
。卒
論
を
通
し
て
、

我
々
日
本
人
は
一
民
族
で
同
じ
歴
史
、

文
化
を
共
有
し
て
い
る
た
め
、
日
本
人

で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
が
い
か

に
少
な
い
か
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
大

学
時
代
か
ら
茶
道
を
始
め
、
今
も
続
け

て
い
ま
す
が
、
英
米
に
傾
倒
し
て
い
た

私
が
、
茶
道
を
通
し
て
日
本
の
良
さ
に

気
づ
き
、
西
洋
と
日
本
を
比
較
し
な
が

ら
日
本
人
と
し
て
の
自
分
を
強
く
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
神
道
の
学

校
に
勤
め
「
自
然
の
全
て
に
神
が
宿
っ

て
い
る
」
と
い
う
考
え
や
、
遷
宮
と
い

う
行
事
の
中
に
脈
々
と
続
く
「
形
あ
る

も
の
は
な
く
な
っ
て
も
心
や
技
は
伝
え

ら
れ
る
」
と
い
う
考
え
が
、
自
分
の
中

に
確
実
に
根
付
い
て
い
ま
す
。「
世
界
の

中
の
日
本
」
を
意
識
し
た
上
で
、
日
本

の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
発
信
す
る
手

段
と
し
て
、
英
語
力
は
不
可
欠
だ
と
思

い
ま
す
。
生
徒
達
に
も
そ
の
よ
う
な
気

持
ち
を
持
っ
て
世
界
で
活
躍
す
る
人
物

に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
な
が
ら
教
員

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

学
生
が
主
体
と
な
っ
て
学
校
や
地
域
を
活
性
化
さ
せ
て
ほ
し

い
と
、
名
張
学
舎
で
始
ま
っ
た
「
学
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
そ
の

意
志
を
引
き
継
ぎ
、
学
生
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
今
年
度
は
二
件
の
応
募
が
あ
り
、
七

月
五
日
に
公
開
プ
レ
ゼ
ン
が
行
わ
れ
た
。

と
も
な
っ
た
よ
う
で
、
先
生

の
助
言
を
真
剣
な
表
情
で
聞

い
て
い
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
後
、
井
上
さ
ん

と
山
崎
さ
ん
は
「
準
備
不
足

だ
っ
た
」
と
反
省
し
き
り
。

勉
強
会
を
開
い
て
伊
勢
の
知

識
を
も
っ
と
増
や
し
、
内
容

を
充
実
さ
せ
た
い
と
話
し
て

い
た
。
堤
君
は
被
災
地
の
絞

り
込
み
や
現
場
ニ
ー
ズ
の
把

握
が
甘
か
っ
た
点
を
見
直

し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
踏
ま
え

ぜ
ひ
と
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

成
功
さ
せ
た
い
と
意
気
込
ん

で
い
た
。み

ん
な
の
支
え
に
感
謝

第
五
十
一
回
寮
祭
を
終
え
て

 

教
育
学
科
二
年　

大
橋　

拓
・
本
谷
紅
葉

　

第
五
十
一
回
と
な
る
今
年

の
寮
祭
は
昨
年
ま
で
と
は
違

い
、
内
容
を
大
き
く
変
更
し

ま
し
た
。
あ
る
意
味
で
は
一

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
、

私
た
ち
二
年
生
に
と
っ
て
も

初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
た
め

試
行
錯
誤
の
日
々
。さ
ら
に
、

今
年
か
ら
は
寮
生
へ
の
負
担

を
考
慮
し
ダ
ン
ス
等
の
練
習

時
間
を
こ
れ
ま
で
の
半
分
に

減
ら
し
た
の
で
、
不
安
を
抱

え
た
ま
ま
寮
祭
当
日
を
迎
え

ま
し
た
。

　

い
ざ
始
ま
る
と
、
そ
こ
に

は
私
た
ち
の
心
配
を
吹
き
飛

ば
す
よ
う
に
、
今
ま
で
の
練

習
で
は
見
た
こ
と
が
な
い
く

　

梅
雨
の
晴
れ
間
が
広
が
っ

た
七
月
十
五
日
、
本
学
に
お

い
て
第
二
回
と
な
る
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
「
こ

こ
ろ
小
路
ツ
ア
ー
」

が
開
か
れ
た
。

　

本
学
で
は
学
生
が

中
心
と
な
っ
て
各
催

し
の
企
画
、
運
営
を

し
て
い
る
。
来
場
者

は
そ
れ
ぞ
れ
志
望
す

る
学
科
の
教
室
を
訪

れ
、
模
擬
講
義
や
体

験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
る
光
景
が
見

ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
神
道

学
科
は
装
束
の
着
方
や
作
法

を
解
説
し
来
場
者
の
興
味
を

誘
っ
て
い
た
。
国
文
学
科
で

は『
西
遊
記
』の
成
り
立
ち
な

ど
を
中
心
に
説
明
。
国
史
学

科
は
独
自
の
神
道
思
想
を
持

つ
本
居
宣
長
の
生
き
方
を
紹

介
し
つ
つ
、
大
学
生
活
で
の

勉
学
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も

触
れ
て
い
た
。

　

母
親
と
伊
賀
か
ら
来
た
と

い
う
高
校
二
年
の
男
子
は
父

親
が
宮
司
を
務
め
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
神
職
を
志
し
て

い
る
と
言
い
、「
明
階
の
取
得

を
め
ざ
し
た
い
」
と
意
欲
的

に
語
っ
て
い
た
。
松
阪
か
ら

一
人
で
参
加
し
た
高
校
三
年

男
子
は
現
代
日
本
社
会
学
科

第
二
回「
こ
こ
ろ
小
路
ツ
ア
ー
」を
開
催

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

が
幅
広
い
分
野
を
扱
う
こ
と

に
感
銘
を
受
け
た
と
話
し
、

「
今
日
の
模
擬
講
義
も
面
白

か
っ
た
」
と
興
奮
気
味
に
答

え
た
。
松
阪
か
ら
友
人
四
人

で
訪
れ
た
高
校
三
年
の
女
子

は
教
員
志
望
。「
勉
強
が
嫌
い

な
生
徒
に
は
ど
う
す
れ
ば
イ

ヤ
じ
ゃ
な
く
な
る
か
、
と
い

っ
た
具
体
的
な
話
が
役
に
立

っ
た
」
と
将
来
像
に
思
い
を

馳
せ
感
想
を
述
べ
た
。

ら
い
元
気
で
生
き
生
き

と
し
た
表
情
の
一
年
生

が
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

朝
か
ら
雨
が
降
り
続
い
て
い

た
た
め
実
行
で
き
る
か
ど
う

か
気
が
か
り
だ
っ
た
火
文
字

も
、
夜
に
は
雨
が
上
が
り
何

と
か
成
功
。
忘
れ
ら
れ
な
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
パ
ー
ト
リ
ー
ダ

ー
を
は
じ
め
、
寮
祭
を
陰
で

支
え
て
く
れ
た
二
年
生
に
は

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
年
生
は
自
分
た
ち

の
経
験
を
生
か
し
て
、
伝
統

あ
る
寮
祭
を
来
年
度
入
寮
し

て
く
る
新
入
生
に
伝
え
て
い

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

■
■
■
■
■

■
■
■
■
■

お
仕
事
拝
見

お
仕
事
拝
見

／
／
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　本学強化指定クラブでもある柔道部の大躍
進に注目が集まっている。 6月30日に津市で
開かれた柔道大会においては男子73キロ級で
稲田達哉君が優勝。同部としては40数年ぶり
の快挙だ。ほか、同90キロ級では加藤佑之介
君が 3位、女子52キロ級は菅沼舞衣さんが 3
位、同52キロ超級で北川ひとみさんが 3位と
大健闘を見せた。強くなったきっかけは、春
に行った試合で高校生を相手にこてんぱんに
やっつけられたこと。別の試合でも 6敗 1引

き分けという無様な結果に、指導する佐藤先
生が檄を飛ばした。「悔しくないのか？誇りは
あるのか!」　　以来、部員たちは “be proud”
をスローガンに掲げ、緊張感をもって練習に
打ち込むように。実戦形式のメニューや〈負
けたら腕立て〉といった罰ゲームを取り入れ
たことも功を奏し、つらくとも楽しみながら
ハードな内容をこなしてい
る。前述の稲田君は「技のこ
と以外にも疲労回復には豚肉
が効くとか、栄養面のアドバ
イスまでしてくれる」と佐藤

先生に全幅の信頼を寄
せている様子。また、
「部員同士の仲が良く、
団体戦では仲間のため
に絶対に勝とうという気になる」とチームワ
ークの良さに胸を張る。 8月下旬に行われる
東海学生柔道大会の結果が楽しみだ。

中学

姉妹で姉妹で
珠算珠算 11級満点合格級満点合格!!
3 年　中西 亜衣さん◆ 1 年　中西 亜友さん
　
　中西亜衣さん、亜友さん姉妹が珠算
1級で満点合格する快挙を成し遂げ
た。ふたりとも合格は果たしていたも
のの、〈満点〉にこだわりたいと粘り強
く挑戦。姉の亜衣さんは今年 2月、妹
の亜友さんは同 6月の試験でついに目
標を達成した。「 6度目にしてやっと満
点をとることができました」と嬉しそ
うに話すのは亜衣さんだ。週 2回のそ
ろばん教室に加え、家でもコツコツと
練習。数字の書き方も見直してスピー

ドアップを図るなど、万全を期して臨
んだ。現在は珠算 3段、暗算 4段の腕
前。ゆくゆくは「10段をとりたい」と
目を輝かせる。
　「努力すれば報われるところが好き」
とそろばんの魅力を語るのは亜友さ
ん。家ではお互いをライバルとして意
識しながら特訓を重ねていたという。
自他ともに認める負けず嫌いの性格
で、次の目標は「お姉ちゃんよりも先
に10段をとること」と闘志を燃やす。
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　引っ込み思案な性格を直そうと、小
学校 3年生のとき親に勧められて入っ
た地元の将棋クラブ。そこで、めきめ
きと頭角を現し、今や数々の大会で好
成績を収めているのが瀧直哉君だ。 5
月に行われた第18回読売楯争奪戦Ａ級
将棋大会においては優勝。第33回全国
中学選抜将棋選手権三重県予選男子の
部においては第 3位に輝いた。
　「勝つと嬉しくて」将棋にどんどんの
めり込んでいったという瀧君。居飛車
系の戦法を得意とするが、大人を相手
にすると気持ちの上で負けることがあ
るそうで、「羽生善治棋士のように、冷
静で終盤からでも逆転する粘り強さを
見習いたい」と話す。また、将棋を通
じて友だちも増えたと言い、学校の将
棋部ではほかの部員と一緒に天童市で
毎年開催されている全国大会出場をめ
ざして研さんに励んでいる。

バドミントン・四日市ジュニアバドミントン・四日市ジュニア
オープンでオープンで22位位
2 年　笹渕 康孝君
　

　 6月23日に開催された四日市ジュニアオープンバドミント
ン大会において、笹渕康孝君が中学校 2年男子の部で 2位に
輝いた。「走ったり腕を振ったりジャンプしたり、いろんな動
きができるスポーツ」とバドミントンの面白さを語る笹渕君。
お父さんの影響で幼い頃から始め、小学 6年のときには全国
大会に出場していた実力の持ち主だ。一方で、「精神的にまだ
まだ弱いし、基礎体力もない」と冷静に自己分析。最近は筋
トレをしたり、すばやい動きを身につけるため〈10秒以内に
素振りを10回〉といったノルマを課して練習に取り組んでい
る。前回の中体連伊勢度会大会では惜しくも 3位に終わった
といい、その雪辱を晴らすべく、初優勝をめざしてラケット
を振る日は続く。

大学スローガンは“スローガンは“be proudbe proud”。上位入賞者が続々”。上位入賞者が続々
皇學館大学柔道部
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輝け!皇學館の
皇學館には勉強はもちろんのこと、クラブや趣味に熱心に取り組み、活躍している生徒や学生が
大勢います。興味や関心を持ったことにとことん打ち込んでみることは、自分の中にある可能性を
引き出す大きなチャンス。さまざまな分野で力を発揮している生徒・学生たちを紹介します。

高校 　剣道部主将の野地本渓君が三重の高校総
体・男子個人の部で優勝。全国大会への出場
を決めた。「高校になってから腕が上がった」
と野地本君。剣道部では月に 2回ほど遠征に
行くなど他校生と交わる機会が多く、「自分の
レベルの低さを思い知ったことで練習にも一
層熱が入るようになった」という。また、我
流の癖なども指摘され直すようになった。
　変わったのは剣道だけではない。顧問であ
る尾上先生の「強くても、私生活が乱れてい
たら意味がない」との教えを胸に、道に落ち
ているごみを積極的に拾ったり靴を揃えた
り、清々しい気持ちで毎日を過ごせるよう心
がけている。「全国大会では三重県代表、皇學
館代表として恥ずかしくない試合をしたい」
との言葉に期待は膨らむ。

柔道・柔道・22階級で階級で
全国大会出場全国大会出場
3 年　萩　 優 次君（90キロ級）
3年　熱田 桂也君（100キロ級）
　
　柔道部では90キロ級・100キロ級の 2階級
で全国大会出場を果たした。奮闘したのは
3年の萩優次君と熱田桂也君だ。
　萩君は幼稚園の頃から柔道をはじめ、小
中時代は数々の大会で上位入賞するなど名
を知られていた。その分、研究しつくされ、
負けを期すこともたびたび。そうしたなか、
「勝ち急ぐな」と言われたのがきっかけで自
分の柔道を見つめ直すようになる。「思え
ば、強引に攻めていったところで逆に返し
技を狙われ、負けることが多かった」。そこ
で、すかし方や引き際を見極め落ち着いた

柔道をとるようになったところ、今回の結
果に。全国大会では「勝ちにこだわりたい」
ときっぱり。最低でもベスト 8、と意欲を
語る。「きつい練習をこなすことで忍耐力や
体力がついた」と話すのは熱田君だ。練習
メニューの後に腕立てを200～300回行うな
ど精神的にも肉体的にもハードな内容だ
が、投げ出さずやり抜くことで自信がつい
たという。前回は 2回戦で負けているので、
今回は 1つでも上を狙いたいとこちらも気
合い十分。 1試合 1試合、集中して取り組
みたいと抱負を語った。

美声を生かし、南仏の音楽祭へ美声を生かし、南仏の音楽祭へ
教育学科 3年　楠　 竜 矢君
　
　津市で活動している合唱団「ヴォーカル
アンサンブル EST」の団員として活躍して
いるのは楠竜矢君だ。合唱を始めたのは、
高校時代、担任の先生に誘われたのがきっ
かけ。それまで、とくに音楽に興味を持っ
ているわけではなかったが、何人もの声が
重なり美しいハーモニーを生み出す合唱の
魅力に惹かれ、今では若手ながらもコアな
メンバーに。男声の中低音を担うバリトン
として、毎週日曜に行われる練習には欠か
さず参加している。
　この合唱団が 7月23日から南フランスで

行われるコンサ
ートツアーに招
待され、楠君も
メンバーとして
出場することになった。「一昨年、ブルガリ
アで開催されたヨーロピアングランプリに
参加した時、聴衆の方々から割れんばかり
の拍手をいただき感動しました。今回も、
ヨーロッパならではの反応や会場の雰囲気
を楽しみたい」と楠君。将来は保育士をめ
ざしているといい、美声のわらべ歌で子ど
もたちを魅了する日も近そうだ。

　毎週日曜、ラジオから聞こえてくる元気な声。鈴
鹿ヴォイス FM（78. 3 MHz）の情報バラエティ番組
「めっちゃすずか!」の日曜パーソナリティとして活
躍する倉田千裕さんだ。担当するのはお昼12時から
午後 3時までの 3時間。生放送であるこの番組を、
大学 2年の 9月から受け持っている。
　大学 2年の 4月に同ラジオ局の「声優・アナウン
サー育成セミナー」に参加したことが発端だった。
「よく通る声をしている」と素質を認められ、パーソ
ナリティに大抜擢。今ではすっかり〈日曜の顔〉と
して定着している。台本はなく、生放送なので体調
管理や言い直しができないなどプレッシャーは大き
いはずだが、「人と話すことが大好きなので、楽しく
て仕方がない」と動じる風もない。モットーは「と
りあえず、やってみよう!」。その行動力で次々とチ
ャンスや縁を引き寄せる、倉田さんの今後に注目だ。
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会
へ
!!

★

★
★

★★

★
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館
高
等
学
校
保
護
者
会
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
平
成
二
十
三
年

度
保
護
者
会
会
長
の
村
瀬
敬
一
氏

よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
協

議
事
項
へ
と
入
っ
て
い
っ
た
。
昨

年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・

監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
た
後
に
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
会
長
に
は

津
谷
剛
氏
を
選
出
。
続
い
て
平
成

二
十
四
年
度
の
事
業
計
画
・
会
計

予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。
す
べ
て
の
協
議

事
項
が
終
了
し
た
後
、
多
田
教
頭

よ
り
本
年
度
か
ら
本
校
に
赴
任
し

皇
學
館
大
学
か
ら
四
名
の
実
習
生

平
成
二
十
四
年
度
教
育
実
習

約
百
名
の
保
護
者
が
参
加

三
年
生
保
護
者
対
象
進
路
説
明
会

保
護
者
会
総
会
を
開
催

た
七
名
の
新
任
教
職
員
が
紹
介
さ

れ
た
。

　

続
い
て
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て

学
校
の
取
り
組
み
、
学
校
の
様
子

の
紹
介
が
あ
っ
た
。
学
習
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
・
朝
テ
ス
ト
・
表
現
力

講
座
等
の
取
り
組
み
か
ら
、
進
路

指
導
の
様
子
や
昨
年
度
の
卒
業
生

の
進
路
状
況
、
国
際
交
流
活
動
や

部
活
動
の
様
子
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
写
真
を
交
え
な
が
ら
の
説
明
に

参
加
者
は
み
な
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

　

引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た
㈱
リ

ク
ル
ー
ト
の
梶
原
博
史
氏
の
講
演

会
「
進
路
選
択
で
大
事
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
」
で
は
、
熱
心

に
メ
モ
を
と
る
保
護
者
の
姿
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
大
学
の
倉
陵
会
館
で

催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
話
が
盛
り
上
が

り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

る
う
ち
に
、
高
校
の
後
援
会
会
長

の
村
瀬
敬
一
氏
の
一
本
締
め
で
閉

会
と
な
っ
た
。

　

五
月
十
九
日
は
三
年
生
の
、
六

月
二
日
に
は
一
・
二
年
生
の
保
護

者
を
対
象
に
進
路
説
明
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

三
年
生
対
象
の
説
明
会
に
は
多

忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
百
名
の
保

護
者
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

　

第
一
部
で
は
、
進
路
指
導
部
か

ら
昨
年
度
の
進
路
状
況
の
報
告
の

後
、
今
後
の
進
路
決
定
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
入
試
の
実
際
を
説
明
。
さ

ら
に
は
受
験
期
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
願
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
学
年

主
任
よ
り
学
年
の
現
状
と
と
も
に

進
路
決
定
に
お
け
る
今
後
の
指
導

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
河
合
塾
の
上
田

浩
司
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
親
と
子

の
大
学
入
試
」
と
の
テ
ー
マ
で
講

演
が
行
わ
れ
た
。
大
学
入
試
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
か
ら
ご
子
息

の
受
験
の
お
話
ま
で
交
え
て
い
た

だ
き
、
保
護
者
の
皆
様
の
熱
心
に

聞
き
入
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

説
明
会
終
了
後
も
担
任
の
先
生

に
相
談
し
て
い
る
保
護
者
の
方
が

多
数
見
ら
れ
、
進
路
決
定
に
関
し

て
不
安
を
抱
い
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
た
。

＊

　

私
ど
も
は
生
徒
の
希
望
に
寄
り

添
っ
て
、
そ
の
希
望
が
か
な
う
よ

う
応
援
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
保
護

者
の
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 
進
路
指
導
部

「
生
徒
全
員
で
盛
り
上
げ
た
い
」

校
友
会
総
会
を
開
催

　

五
月
十
九
日
に
校
友
会
総
会
が

開
催
さ
れ
、昨
年
度
の
事
業
報
告
、

決
算
報
告
、
そ
し
て
今
年
度
の
事

業
計
画
、
予
算
案
に
つ
い
て
発
表

さ
れ
た
。
総
会
は
質
問
な
ど
が
あ

れ
ば
、
も
っ
と
活
発
に
な
る
と
感

じ
た
。
例
え
ば
、
予
算
案
に
し
て

も
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ

に
お
金
が
使
わ
れ
て
い
る
か
な

ど
、
質
問
を
し
て
納
得
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
う
。
校
長
先
生
が

話
さ
れ
た
よ
う
に
、
校
友
会
活
動

は
生
徒
全
員
で
盛
り
上
げ
た
い
。

総
務
副
委
員
長　

江
川
真
林

て
先
生
方
の
授
業
を
見
学
し
、
少

し
で
も
自
分
の
成
長
と
な
る
よ
う

に
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
活
か
す
努

力
を
し
て
い
た
。
最
終
日
は
各
ク

ラ
ス
で
実
習
生
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

実
習
生
は
、
生
徒
の
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
の
言
葉
に
実

習
期
間
の
終
わ
り
を
実
感
し
、
別

れ
を
惜
し
ん
で
い
た
。

ち
解
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

実
習
生
も
、
授
業
や
部
活
動
な
ど

色
々
な
場
面
で
生
徒
た
ち
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
積
極

的
に
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

っ
た
。
ま
た
、
研
究
授
業
に
向
け

　

六
月
十
八
日
か
ら
三
週
間
に
渡

り
、
教
育
実
習
が
実
施
さ
れ
た
。

今
年
度
は
国
語
二
名
、英
語
一
名
、

社
会
一
名
の
計
四
名
の
皇
學
館
大

学
か
ら
の
実
習
と
な
っ
た
。

　

最
初
は
緊
張
し
て
な
か
な
か
打

え
る
か
、何
を
体
で
伝
え
る
の
か
、

歌
舞
伎
で
は
役
者
さ
ん
の
こ
う
し

た
と
こ
ろ
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま

す
。

　

今
度
は
役
者
一
人
ひ
と
り
が
何

を
し
て
い
て
、
ど
ん
な
セ
リ
フ
を

言
っ
て
い
る
の
か
分
か
る
よ
う
に

し
て
歌
舞
伎
が
見
ら
れ
る
と
う
れ

し
い
で
す
。

　

最
後
に
、
隣
の
お
客
さ
ん
の
言

葉
で
終
わ
り
ま
す
。「
客
も
会
場
の

役
者
な
ん
だ
よ
。
自
分
が
ど
う
物

語
に
入
る
か
が
問
題
な
ん
だ
よ
」。

　

六
月
二
十
六
日
、
全
校
生
徒
一
五
七
名
が
名
古
屋
御
園
座
に

お
い
て
歌
舞
伎
を
鑑
賞
し
た
。
感
受
性
豊
か
な
年
代
の
う
ち
に

本
物
の
伝
統
芸
能
に
直
接
触
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ

を
知
る
第
一
歩
。
以
下
に
、
生
徒
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

歌
舞
伎
鑑
賞
会
の
感
想

歌
舞
伎
鑑
賞
会
の
感
想

　

お
客
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
と
、

舞
台
上
で
の
迫
力
に
す
ご
く
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。「
待
っ
て
ま
し
た
」

な
ど
の
掛
け
声
に
よ
っ
て
会
場
と

舞
台
が
一
体
に
な
り
、
会
場
の
す

べ
て
が
歌
舞
伎
の
物
語
に
な
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
や
は
り
細
か
い
動
き

で
自
分
自
身
を
美
し
く
見
せ
る
役

者
さ
ん
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

扇
子
や
う
ち
わ
を
使
う
と
き
、

同
じ
も
の
を
使
っ
て
い
る
の
に
、

日
常
の
風
景
や
怒
っ
て
い
る
気
持

ち
や
、
美
し
く
舞
っ
て
い
る
と
こ

ろ
な
ど
、
あ
れ
ほ
ど
違
っ
て
く
る

も
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

　
「
見
せ
る
」と
い
う
こ
と
の
難
し

さ
と
美
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
お

客
さ
ん
に
自
分
が
ど
う
映
っ
て
見

客
も
役
者

三
年
Ｂ
組　

上
中
美
律

多
彩
な
面
か
ら
楽
し
め
る

二
年
Ａ
組　

西
川
修
平

　

席
に
着
い
て
か
ら
ま
ず
幕
の
紹

介
が
あ
り
、
何
枚
も
幕
が
出
て
き

た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
何
枚
も
幕

が
あ
る
の
を
見
た
の
は
初
め
て
だ

っ
た
か
ら
で
す
。「
夏
祭
浪
花
鑑
」

が
始
ま
っ
て
か
ら
は
お
辰
が
鉄
弓

を
頬
に
当
て
て
自
ら
の
顔
に
傷
を

つ
け
る
と
い
う
場
面
が
印
象
的
で

し
た
。
磯
之
丞
を
思
う
気
持
ち
が

強
く
伝
わ
り
ま
し
た
。
お
辰
や
お

梶
、
お
つ
ぎ
を
演
じ
て
い
る
役
者

の
人
は
衣
装
だ
け
で
な
く
、
声
も

女
性
の
声
に
近
づ
け
て
い
る
の
が

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。「
素
襖

落
」
で
は
大
名
が
必
死
に
素
襖
を

　

五
月
十
二
日
、
皇
學
館
中
学
校

セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
皇
學

日
本
の
文
化
を
も
っ
と
知
り
た
い

　

一
年
Ｂ
組　

松
岡
美
月

　

私
は
歌
舞
伎
を
初
め
て
鑑
賞
し

て
感
動
し
ま
し
た
。最
近
は
韓
国
・

ア
メ
リ
カ
の
音
楽
や
ド
ラ
マ
ブ
ー

ム
で
、
身
の
ま
わ
り
に
外
国
文
化

ば
か
り
が
溢
れ
て
い
る
気
が
し
て

い
た
か
ら
で
す
。

　

歌
舞
伎
の
華
や
か
な
衣
装
、
マ

イ
ク
な
し
で
三
階
ま
で
は
っ
き
り

聞
こ
え
る
声
に
驚
き
ま
し
た
が
、

「
女
形
＝
お
や
ま
」と
い
う
役
を
す

る
男
優
さ
ん
の
こ
と
は
事
前
に
説

明
し
て
も
ら
っ
て
い
な
け
れ
ば
絶

対
に
分
か
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
見
て
い
る
時
、
後
ろ
で
掛
け

声
が
あ
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
も
、
舞
台
と
観
客
席
が

一
体
と
な
っ
て
楽
し
む
歌
舞
伎
の

ス
タ
イ
ル
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
日
本
の

文
化
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

隠
す
場
面
が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
回
の
歌
舞
伎
鑑
賞
は
登
場
人

物
が
扇
子
や
刀
や
素
襖
な
ど
を
持

っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
歌
舞
伎
を
鑑

賞
す
る
の
が
初
め
て
だ
っ
た
こ

と
、
通
常
の
劇
場
と
は
違
い
花
道

が
あ
っ
て
面
白
さ
が
増
え
た
こ
と

な
ど
い
く
つ
か
の
違
う
面
か
ら
楽

し
む
こ
と
が
で
き
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。
歌
舞
伎
の
面
白
さ
も
少

し
分
か
っ
た
よ
う
な
気
も
し
ま
し

た
。

学
校
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
●

9
月
30
日
㈰
午
前
9
時
30
分
よ
り（
11
時
30
分
終
了
）

場
所
●
本
校
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
お
よ
び
各
教
室

右
記
の
日
程
で
学
校
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
当
日
は
学
校
や

入
試
の
説
明
を
行
う
ほ
か
、
体
験
授
業
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
予
約
は
い
り
ま
せ
ん
）

第
33
回
皇
中
祭　
開
催
日
●
11
月
3
日
㈷
・
4
日
㈰

入
学
を
希
望
す
る
小
学
生
と
保
護
者
に
公
開
い
た
し
ま
す
。

学
校
見
学
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日　

時
●
9
月
15
日
㈯
・
10
月
20
日
㈯
・
11
月
17
日
㈯

 

午
前
10
時
よ
り（
12
時
30
分
終
了
）

場　

所
●
皇
學
館
高
等
学
校

内　

容
●
記
念
講
堂
〜
校
舎
内
見
学

吹
奏
楽
部
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

持
ち
物
●
筆
記
用
具
、
ス
リ
ッ
パ

●
来
校
の
皆
さ
ん
に
学
生
食
堂
で
の
昼
食
、
ま
た
は
軽
食
を
ご
用

意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
校
舎
内
見
学
後
に
、ク
ラ
ブ
活
動
の
見
学
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。

●
保
護
者
の
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

右
記
日
程
以
外
の
見
学
も
可
能
で
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎
０
５
９
６
・
２
２
・
０
２
０
５
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創立百三十周年・再興五十周年記念事業
寄付金進捗状況

区　　分 申込件数 申込金額（円） 納入金額（円）

634 778,347,000 772,607,000

734 81,934,000 79,729,000

56 40,020,000 39,900,000

1,892 101,241,000 101,241,000

109 63,570,000 62,330,000

260 60,372,000 60,132,000

合　　　計 3,685 1,125,484,000 1,115,939,000
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甘
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本
法
人
関
係

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

宗
教
界
神
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界
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甘
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甘
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甘
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甘
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篤
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甘
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甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
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甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業

創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業  

寄
付
者
芳
名

寄
付
者
芳
名

　

周
年
記
念
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
十
八
号
で
詳
報
の
通
り
お
蔭
様
を
も
ち
ま

し
て
、
盛
会
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
は
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
募
金
の
依
頼
は
昨
年
度
末
を
も
ち
終
了
い
た
し
ま
し

た
が
、
お
申
込
み
頂
き
ま
し
た
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
継
続
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 

岡
山
県 

十
五
万
円
﹇
五
万
円
増
額
﹈

 

熱
田
八
幡
宮
様

 

山
梨
県 

五
万
円 

古
屋　

眞
孝
様

 

大
学
職
員 

三
十
五
万
円
﹇
三
万
円
増
額
﹈

 

堀
井　

史
仁
様

　

私
は
現
在
、
志
摩
市
で
保
育
士
と

し
て
働
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
二
年
目

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
悩
み
の
絶
え

な
い
日
々
で
は
あ
り
ま
す
が
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
に
癒
さ
れ
な
が
ら
、

「
あ
ー
大
変
!
で
も
楽
し
い
!
」と
い

っ
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

皇
學
館
で
は
、
高
校
・
大
学
と
大

変
お
世
話
に
な
り
、
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
の
大
切
な
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。
私
が
学
生
生
活
を
と
こ
と
ん
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
大
学
一

年
生
の
時
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
ス
タ
ッ
フ
を
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
し
た
。何
も
分
か
ら
な
い
私
に
、

山
﨑
奈
穂
氏　
保
育
士

文
学
部
教
育
学
科
第
四
十
六
期（
平
成
二
十
三
年
三
月
）卒

優
し
い
笑
顔
と
と
も
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
っ
た
先
輩
。
い
つ
も
笑
顔
で

楽
し
く
話
を
さ
れ
る
そ
の
先
輩
の
姿

を
見
て
、
私
も
こ
ん
な
風
に
き
ら
き

ら
輝
い
た
人
に
な
り
た
い
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。
以
前
よ
り
も
積
極
的
に

人
と
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
文
化
祭
の
裏
方
作
業
や
保
育
研

究
部
会
で
の
委
員
仕
事
な
ど
、学
年
・

学
部
の
垣
根
を
越
え
た
催
し
物
に
も

何
度
か
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先

輩
・
後
輩
・
同
級
生
…
…
素
敵
な
方

方
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
出
会
い
と
経
験
は
、
様
々

な
考
え
方
や
世
界
を
私
に
教
え
て
く

　学校法人皇學館の平成23年度決算は、平成24年 5 月28日㈪開催の理事会で承認され
ましたので、ここにその内容を公表します。なお、公式ホームページ（http://www.
kogakkan-u.ac.jp）の大学概要のIR情報の事業報告平成23年度にて、教育研究機関・
事務組織・在学生数・入学生数・卒業生数・進路（就職）状況及び法人の事業実績、決算
の詳細説明を公開しておりますので、併せてご覧ください。
　平成23年度収支決算書は、以下のとおりです。

【注意】
●記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。
●貸借対照表の注記は省略しています。

■1資金収支計算書
　この計算書は、企業会計におけるキャッシュ
フロー計算書に近いもので、当該会計年度の教
育研究活動及びその活動に付随する全ての資金
の動きと内容を明らかにすることを目的として
います。

■2消費収支計算書
　この計算書は、企業会計における損益計算書
にあたるものであり、帰属収入（負債とならない
収入）から基本金組入額（施設や設備などの取得に
あてる額）を控除した消費収入と消費支出を比較
して均衡状況を明らかにすることを目的として
います。

■3貸借対照表
　この計算書は、決算日における資産及び負債、
基本金、消費収支差額の内容及び在り高を明示し、
学校法人の財政状態を明らかにすることを目的と
しています。

平成23年度 収支決算報告

消費収支計算書消費収支計算書（（法人全体法人全体））
平成23年 4 月 1 日から平成24年 3 月31日 （単位：千円）

科　　　目 予　算 決　算 差　異

資金収支計算書資金収支計算書（（法人全体法人全体））
平成23年 4 月 1 日から平成24年 3 月31日 （単位：千円）

科　　　目 予　算 決　算 差　異

貸借対照表貸借対照表
平成24年 3 月31日 （単位：千円）

科　　　目 本年度末 前年度末 増　減

●収支差額の部
当年度帰属収支差額
①－③ 360,831 529,898

当年度消費支出超過額 222,906 50,887
前年度繰越消費支出
超過額 3,936,259 3,936,259

翌年度繰越消費支出
超過額 4,159,165 3,987,146

●収入の部
学生生徒等納付金収入 3,744,163 3,714,150 30,012

手数料収入 73,198 81,201 △8,003

寄付金収入 69,906 99,211 △29,305

補助金収入 721,090 785,398 △64,308

資産運用収入 44,695 51,280 △6,585

事業収入 58,700 41,708 16,991

雑収入 135,433 168,087 △32,654

前受金収入 720,588 754,175 △33,587

その他の収入 741,507 722,012 19,494

資金収入調整勘定 △872,078 △910,918 38,840

当年度資金収入合計① 5,437,202 5,506,304 △69,104

前年度繰越支払資金 1,284,575 1,284,575

収入の部合計 6,721,778 6,790,883 △69,104

●支出の部
人件費支出 2,660,205 2,634,022 26,182

教育研究経費支出 977,722 907,393 70,328

管理経費支出 417,206 411,665 5,540

借入金等利息支出 7,219 7,218 250

借入金等返済支出 43,750 43,750 0

施設関係支出 595,294 597,802 △2,508

設備関係支出 132,484 116,993 15,490

資産運用支出 298,103 313,604 △15,501

その他の支出 260,990 262,016 △1,025

資金支出調整勘定 △93,241 △89,439 △3,801

当年度資金支出合計② 5,299,732 5,205,024 94,708

次年度繰越支払資金 1,422,045 1,585,855 △163,810

支出の部合計 6,721,778 6,790,883 △69,104

当年度資金収支差額
①－② 137,470 301,280 △163,812

●消費収入の部
学生生徒等納付金 3,744,163 3,714,150 30,012

手数料 73,198 81,201 △8,003

寄付金 77,406 104,802 △27,396

補助金 721,090 785,398 △64,308

資産運用収入 44,695 51,280 △6,585

事業収入 58,700 43,085 15,614

雑収入 182,044 214,698 △32,654

帰属収入合計① 4,901,296 4,994,616 △93,320

基本金組入額合計 △583,737 △580,785 △2,951

消費収入の部合計② 4,317,559 4,413,831 △96,272

●消費支出の部
人件費 2,635,327 2,609,145 26,181

教育研究経費 1,378,840 1,338,237 40,602

管理経費 454,459 445,723 8,735

借入金等利息 7,219 7,218 1

資産処分差額 64,620 64,392 227

消費支出の部合計③ 4,540,465 4,464,718 75,746

●資産の部
固定資産 15,270,950 15,397,590 △126,640

　有形固定資産 13,477,349 13,286,241 191,107

土地 551,349 551,349 0

建物 9,931,099 9,599,964 331,134

構築物 656,643 683,725 △27,082

教育研究用機器備品 514,050 527,668 △13,617

その他の機器備品 44,120 57,841 △13,720

図書 1,770,648 1,732,878 37,770

車輛 9,436 10,819 △1,382

建設仮勘定 0 121,994 △121,994

　その他の固定資産 1,793,600 2,111,348 △317,748

電話加入権 3,959 3,959 0

施設利用権 16 33 △16

有価証券 9,596 596 9,000

敷金 5,620 5,620 0

差入保証金 4,960 4,960 0

預託金 10,000 10,000 0

長期貸付金 9,047 10,323 △1,276

退職金引当
特定資産 1,233,365 1,073,062 160,303

施設維持引当
特定資産 50,000 373,213 △323,213

学生寮施設維持
引当特定預金 140,100 131,712 8,387

百三十周年記念事
業等引当特定資産 234,894 224,212 10,682

高校五十周年・中学
三十五周年記念事業
等引当特定預金

0 9,169 △9,169

学園財政調整
引当特定預金 0 197,446 △197,446

第 3 号基本金
引当資産 92,040 67,040 25,000

流動資産 2,678,068 2,354,500 323,568

現金預金 1,585,855 1,284,575 301,279

補助活動支払資金 294,615 291,411 3,203

研修旅行費等
預り資産 120,639 115,528 5,111

未収入金 113,647 77,746 35,900

奨学金引当特定資産 11,484 35,442 △23,958

販売用品 13,517 12,140 1,376

短期貸付金 1,976 1,492 484

篠田学術振興基
金引当特定資産 64,272 61,222 3,049

津田学術振興基
金引当特定資産 322,016 319,889 2,127

教学振興基金
引当特定資産 150,000 150,000 0

立替金 6 3 3

前払金 35 5,046 △5,011

資産の部合計 17,949,018 17,752,090 196,927

●負債の部
固定負債 1,502,305 1,777,746 △275,440

長期借入金 262,500 306,250 △43,750

退職給与引当金 1,161,878 1,233,365 △71,487

長期未払金 77,927 238,130 △160,203

流動負債 1,252,887 1,310,416 △57,529

短期借入金 43,750 43,750 0

未払金 244,596 258,760 △14,164

前受金 754,175 797,271 △43,095

預り金 210,365 210,634 △268

負債の部合計 2,755,193 3,088,163 △332,969

●基本金の部
第 1号基本金 18,694,932 18,139,147 555,785

第 3 号基本金 92,040 67,040 25,000

第 4 号基本金 394,000 394,000 0

基本金の部合計 19,180,972 18,600,187 580,785

●消費収支差額の部
翌年度繰越消費支出
超過額 3,987,146 3,936,259 50,887

消費収支差額の部合計 △3,987,146 △3,936,259 △50,887

負債の部、基本金の部及
び消費収支差額の部合計 17,949,018 17,752,090 196,927

れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会

え
る
こ
と
へ
の
有
り
難
さ
を
感
じ
、

社
会
人
に
な
っ
た
今
で
も
、
大
切
に

し
た
い
気
持
ち
と
し
て
残
っ
て
い
ま

す
。も
ち
ろ
ん
人
間
関
係
に
お
い
て
、

楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
し
、
衝
突
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
生
時
代
に

出
会
え
た
友
人
た
ち
は
私
の
心
の
支

え
と
な
っ
て
く
れ
て
お
り
、
本
当
に

か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

今
、み
な
さ
ん
の
そ
ば
に
い
る
人
・

こ
れ
か
ら
出
会
う
人
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
一
期
一
会
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
萼
の
会
役
員
名
簿

柴　

田　

俊　

一

晃
治
郎

国
史

4

石　

田　

拓　

也

智　

紀

教
育

4

山　

中　

幹　

也

那
知
子

現
日

3

入　

枝　

和　

美

潤

神
道

3

中　

村　
　
　

誠

侑　

衣

教
育

4

中　

川　

雅　

司

綾　

菜

コ
ミ

3

◉
萼
の
会
役
員
会

　

五
月
十
二
日
、
午
後
三
時

よ
り
伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
萼
の
会
会
長
並
び

に
清
水
潔
学
長
の
挨
拶
に
よ

り
役
員
会
が
開
催
さ
れ
、
役

員
四
十
名
、
参
与
で
も
あ
る

本
学
教
職
員
十
六
名
で
、
総

会
に
諮
る
べ
き
議
事
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
た
。

◉
萼
の
会
総
会

　

十
三
日
、
皇
學
館
大
学
記

念
講
堂
に
お
い
て
、
文
学
部

百
五
十
六
名
、
社
会
福
祉
学

部
四
名
、
教
育
学
部
百
十
六

名
、
現
代
日
本
社
会
学
部
三

十
九
名
の
保
護
者
及
び
大
学

教
職
員
八
十
名
の
出
席
の
も

と
、
午
前
九
時
三
十
分
よ
り

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
平
成

二
十
三
年
度
の
行
事
事
業
報

告
・
決
算
と
平
成
二
十
四
年

度
の
行
事
事
業
計
画（
案
）・

予
算（
案
）に
つ
い
て
承
認
、

新
役
員
に
は
左
記
の
方
々
が

選
任
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に

閉
会
と
な
っ
た
。

平
成
24
年
度

萼
の
会
総
会
及
び
役
員
会
報
告

皇 學 館 学 園 報()　第39号 平成24年 8 月20日７



 

 

　　　　　　

　

南開大学南開大学と協定締結協定締結
イベント情報（8～10月）

編
集
後
記

◆
今
号
の
学
園
報
で
は
、「
神
宮
奉
納
演

奏
」、「
横
丁
塾
」
な
ど
、
学
生
が
地
域
で

活
動
す
る
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

い
て
も
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
推
進
す

る
「
宇
治
☆
山
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
を
行
う

「
べ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
公
開
プ
レ
ゼ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
学
生
が
地
域
と
関

わ
り
を
持
ち
、
地
域
で
学
ぶ
こ
と
は
、

将
来
に
向
け
て
大
変
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
お
い
て
も
、

学
生
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
若
い
力

に
期
待
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。
本
学
と

し
て
も
、
学
生
が
今
後
ま
す
ま
す
地
域

で
活
発
に
活
動
し
て
い
け
る
よ
う
、
教

職
員
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
企
画
部
】

中国・天津

南開大学南開大学とと協定締結協定締結
　

本
学
は
六
月
七
日
、
教
育
分
野
で
の
協
力
お
よ
び
交
流

を
目
的
に
、
中
国
の
南
開
大
学
漢
語
言
文
化
学
院
と
協
定

を
締
結
し
た
。
早
け
れ
ば
、
来
春
に
も
第
一
期
短
期
留
学

生
を
派
遣
す
る
予
定
で
、
今
後
の
活
発
な
交
流
発
展
が
期

待
さ
れ
る
。

中
国
屈
指
の
伝
統
校

中
国
屈
指
の
伝
統
校

　

南
開
大
学
が
所
在
す
る
天

津
市
は
首
都
北
京
の
南
東
約

百
二
十
㌔
に
位
置
し
、
北
京

と
は
高
速
鉄
道
に
よ
り
約
三

十
分
で
結
ば
れ
る
。
中
国
国

内
に
四
つ
し
か
な
い
直
轄
市

の
一
つ
と
し
て
、
古
く
か
ら

華
北
工
業
の
中
心
と
し
て
繁

栄
し
て
き
た
。
中
で
も
天
津

港
は
中
国
北
方
最
大
の
貿
易

港
で
、
周
辺
に
は
異
国
情
緒

漂
う
租
界
地
区
が
広
が
る
。

　

南
開
大
学
は
、
国
家
重
点

大
学
の
一
つ
で
、
一
九
一
九

年
に
設
立
。
周
恩
来
元
首
相

や
温
家
宝
首
相
が
学
ん
だ
こ

と
で
知
ら
れ
、
文
理
二
十
二

学
部
四
十
九
学
科
を
擁
し
、

総
学
生
数
は
約
二
万
三
千
人

に
上
る
。

　

本
学
国
際
交
流
委
員
会

は
、
中
国
語
圏
短
期
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
層
の
充
実
を

図
る
た
め
、
新
た
な
派
遣
先

を
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

南
開
大
学
が
最
適
で
あ
る
と

の
結
論
を
得
た
。五
月
に
は
、

櫻
井
治
男
国
際
交
流
委
員
長

（
社
会
福
祉
学
部
長
）ら
が
現

地
を
訪
問
し
、
交
流
の
た
め

の
事
前
協
議
を
行
っ
た
。

　

六
月
七
日
の
南
開
大
学
漢

語
言
文
化
学
院
で
の
調
印
式

か
ら
異
文
化
適
応
能
力
の
修

養
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、

北
京
と
の
利
便
性
も
魅
力
的

で
、
休
日
に
は
北
京
の
文
化

財
巡
り
も
楽
し
め
そ
う
だ
。

　

国
際
交
流
委
員
会
で
は
、

来
年
二
月
の
短
期
留
学
生
派

遣
に
向
け
、
す
で
に
南
開
大

学
側
と
調
整
に
入
っ
て
お

り
、
十
月
に
は
学
生
に
対
し

て
募
集
説
明
会
を
開
始
す

る
。
留
学
期
間
は
三
〜
四
週

間
で
、
費
用
は
二
十
万
円
程

度
を
予
定
し
て
い
る
。

来
年
二
月
に
留
学
生
派
遣
を
予
定

来
年
二
月
に
留
学
生
派
遣
を
予
定

　

漢
語
言
文
化
学
院
は
、
世

界
の
三
十
数
カ
国
か
ら
約
五

百
名
の
留
学
生
を
受
け
入
れ

て
お
り
、
日
本
の
大
学
と
も

豊
富
な
交
流
実
績

を
持
つ
。
日
本
人

が
効
果
的
に
中
国

語
を
学
修
す
る
た

め
の
独
自
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
備
え
て
お

り
、
語
学
力
の
向

上
の
み
な
ら
ず
、

京
劇
や
太
極
拳
等

様
々
な
行
事
体
験

　

熊
野
那
智
大
社
（
和
歌
山
県
那

智
勝
浦
町
那
智
山
鎮
座
）
は
熊
野

三さ
ん

山ざ
ん

の
一
つ
で
、
熊
野
夫ふ

須す

美み

大

神（
伊い

ざ
な
み
の

弉
冉
尊み

こ
と

）を
は
じ
め
と
す
る

神
々
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
万
物
の

生
成
・
和
合
を
司
る
存
在
で
あ
り
、

縁
結
び
、
農
林
、
水
産
、
漁
業
の

守
護
神
と
し
て
篤
く
信
仰
さ
れ
て

い
る
。
御
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
て

い
る
の
は
那
智
の
滝（
別
宮
飛
瀧

大
神
）だ
。

　

大
松
明
は
毎
年
七
月
十
四
日
の

例
大
祭（
扇
祭

扇
会え

式し
き

那
智
の

火
祭
）に
際
し
、高
さ
八
メ
ー
ト
ル

に
も
及
ぶ
扇
御み

輿こ
し

を
先
導
す
る
の

に
用
い
ら
れ
、御
滝
本（
大
滝
＝
那

智
の
滝
）に
お
い
て
、御
輿
を
火
焔

で
祓
い
清
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。

御
滝
の
姿
を
象
っ
た
御
輿
と
一
体

を
な
し
、
火
焔
は
光
と
炎
に
よ
る

火
の
力
を
あ
ら
わ
す
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
教
授
・
学
芸
員　

岡
田
芳
幸

光と炎で御輿を祓い清める

那智の火祭りの松
たい

明
まつ

（大松明）

ミュージアムミュージアム
皇學館皇學館

に
は
、
王
立
新
院
長
や
劉
松

岩
弁
公
室
主
任
ら
が
、
本
学

か
ら
は
荊
木
美
行
史
料
編
纂

所
教
授
（
櫻
井
国
際
交
流
委

員
長
代
理
）、張
磊
文
学
部
教

授
、
松
下
道
信
文
学
部
准
教

授
、
西
谷
豊
事
務
局
長
、
玉

田
功
総
務
部
主
任
が
臨
み
、

友
好
的
な
雰
囲
気
の
中
、
協

定
書
が
交
換
さ
れ
た
。

避
難
訓
練
で
防
災
意
識
を
ア
ッ
プ

避
難
訓
練
で
防
災
意
識
を
ア
ッ
プ

　

七
月
五
日
、
Ⅳ
講
時
終
了

後
、
学
生
を
対
象
に
二
回
目

と
な
る
避
難
訓
練
が
行
わ
れ

た
。
地
震
が
発
生
し
た
想
定

で
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る

と
、
学
生
や
教
職
員
は
一
斉

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
移
動
。
放

送
か
ら
十
三
分
後
の
午
後
四

時
二
十
六
分
に
は
避
難
完
了

が
報
告
さ
れ
た
。
今
回
は
学

生
た
ち
全
員
に
学
部
や
氏
名

等
を
記
入
す
る
安
否
確
認
シ

ー
ト
を
配
布
。
速
や
か
に
安

否
状
況
を
取
り
ま
と
め
、
学

生
の
安
全
確
保
に
つ
な
げ
る

の
が
狙
い
で
あ
っ
た
。

　

初
め
て
参
加
し
た
と
い
う

国
文
学
科
二
年
の
赤
塚
沙
織

さ
ん
は
「
友
だ
ち
が
全
員
無

事
に
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
た

か
心
配
だ
っ
た
。
訓
練
し
た

こ
と
で
、
防
災
意
識
が
高
ま

っ
た
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

教
育
学
科
二
年
の
村
田
大
季

君
は
八
号
館
の
五
階
に
い
た

と
言
い
、「
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら

遠
く
て
意
外
に
時
間
が
か
か

っ
た
。
落
ち
着
い
て
行
動
す

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
」

と
感
想
を
話
し
た
。

　
本学ホームページ

共催講座（近鉄文化サロン阿倍野） 有料
近鉄文化サロン阿倍野 70120‒106‒718
神道博物館教養講座

0596‒22‒6471
史料編纂所公開講座

0596‒22‒6462
皇學館大学企画部 0596‒22‒6496
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8月
 25●土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  特別公開講座「古事記伝兵衛」の立場～浪速

の作家上田秋成の論敵～◆◆高倉一紀 文学部教授
 26●日   史料編纂所第20回公開講座（日本書紀・古事記の世界③） 431教室
  Ⅰ 「任

みま
那
な
」をたずねて◆◆遠藤慶太 史料編纂所准教授

  Ⅱ 神
じん
功
ぐう
皇
こう
后
ごう
紀と好

こう
太
たい
王
おう
碑
ひ
文

◆◆荊木美行 史料編纂所教授

  Ⅲ 三重の采
うね
女
め
と伊勢の大

おお
鹿
が
氏

◆◆岡田登 文学部教授・史料編纂所長9月
 1●土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  特別公開講座「伊勢の大神宮と式年遷宮」

◆◆岡田登 文学部教授
 8●土   月例文化講座 431教室
  岡倉天心とアメリカ　真の国

インターナショナリズム
際性とは　

◆◆池田久代 文学部教授
  　土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  古事記を読む「海幸彦山幸彦」

◆◆白山芳太郎 文学部教授
 22●土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　

「北野天満宮における神仏習合と神仏分離」
◆◆河野訓 文学部教授

 29●土   創立百三十周年・再興五十周年記念特別講座 231教室
  世界情勢と日本の課題◆◆東海旅客鉄道㈱代表取

締役会長・本学客員教授　葛西敬之氏
  　土   古文書講座 211教室
  古文書を読もう!（近世）◆◆上野秀治 文学部教授10月
 4●木   第19回現代日本塾 431教室
  新渡戸稲造（仮題）◆◆拓殖大学名誉教授　草原克豪氏
 6●土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  特別公開講座「源頼朝と北条政子は夫婦別姓？」

◆◆岡野友彦 文学部教授
 11●木   第20回現代日本塾 621教室
  東日本大震災で考えた事

◆◆元国土交通事務次官・本学非常勤講師　青山俊樹氏
 13●土   月例文化講座 431教室
  アホ・バカ分布と日本文化◆◆外山秀一 文学部教授
  　土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  古事記を読む「第 1代神武天皇・上」

◆◆白山芳太郎 文学部教授
 20●土   古文書講座 211教室
  古文書を読もう!（近世）◆◆上野秀治 文学部教授
 25●木   第21回現代日本塾 621教室
  比較神話学から見た日本神話（仮題）

◆◆学習院大学名誉教授　吉田敦彦氏
 27●土   神道博物館教養講座 佐川記念神道博物館講義室
  伊勢の神宮を語るⅠ　日本文化の源流を考える　

「伊勢神宮の創始と式年遷宮の展開」
◆◆渡辺寛 皇學館大学名誉教授・館史編纂室長

  　土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　

「石清水八幡宮における神仏習合と神仏分離」
◆◆河野訓 文学部教授

  　土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  特別公開講座「神道の作法～伝統の心と技～⑴」

◆◆本澤雅史 文学部教授
 28●日    431教室
  第13回高校生英語スピーチコンテスト
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